




 

研究の目的 

 わが国においても近年,妊産婦死亡は幸い非常に減少している。しかしながら,

実際に減少したのは,比較的緩慢な経過をとって悪化し死亡していく症例で,

「急死」又は「突然死」とでも称すべきものは,あまり減少していない。特に,

急死例のなかには,解剖によって,妊娠中は気づかれずにいた意外な合併症の発

見されることがあるほか,病理組織学的に更に検討を要する点がまだある。また,

これからの母子対策は,急激に容態が悪化していく場合にこそ対応していかね

ばならない。 


